


















































































































例えば F が生ずる）こともありうる。それゆえ、その際には、「C は E の十分な原因では
ない」と言われるでもあろう。もっとも、その際に Cが Fの必要条件になったわけではな
い、つまり Fの原因は C以外にはない、ということが重要である。つまり、非決定論的な
物理主義的世界を考慮に含めたとしても、結果としての物理的出来事から見れば、いかな
る出来事にもそれを引き起こすのに十分な物理的原因は存在するが、非決定論的世界にお
いては、その原因タイプの出来事はその結果タイプの出来事を＜常に＞ではなく、＜ある
確率において＞引き起こすのである。それゆえ、因果的閉包性とは、「いかなる物理的出来
事にもそれを引き起こすのに十分な物理的出来事（原因）が、少なくともある確率におい
て存在する」ということである。（ここではなお、まったくのランダム性ではなく、確率的
因果が念頭におかれている）。 
 
